
被災地の復興願う「平家さくらの森づくり植樹祭」　（平成21年３月８日撮影）
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７
月
、
私
の
三
期
目
の
任
期
満
了
と
な

り
ま
す
の
で
、
骨
格
予
算
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
国
・
県
や
関
係
者
の

み
な
さ
ま
と
協
議
を
続
け
て
お
り
ま
す

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
深
刻
な
景
気

低
迷
の
中
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

特
に
平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
終

了
す
る
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
変
わ
る

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
は
、
最

優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ひ
き
つ
づ

き
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
村
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

整
備
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
こ
と
と
し
、
生
産
基
盤
の
整
備
や

交
通
、
通
信
網
の
整
備
拡
充
、
医
療
、

福
祉
の
充
実
や
教
育
文
化
、
商
工
観
光

振
興
等
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規

模
は
49
億
億
円
６
，８
０
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
較
い
た
し
ま
す
と

12
億
６
，８
０
０
万
円
、
34
・
３
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
申
し
上

げ
ま
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策
事

業
や
、
携
帯
電
話
基
地
局
整
備
事
業
及

び
大
河
内
小
学
校
改
築
工
事
な
ど
が
主

な
要
因
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、村
税
で
は
11・６
％

す
。
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
も
見

込
ま
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、
地
方
財
政

の
借
入
金
残
高
は
、
平
成
21
年
度
末
に

は
１
９
７
兆
円
と
見
込
ま
れ
、
今
後
そ

の
償
還
負
担
が
高
水
準
で
続
く
と
こ
ろ

で
あ
り
、
将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ

れ
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
経
済
危
機
の
中
、
国
民
生
活
の
不
安

を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

〜
中
略
〜

　

本
村
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

税
収
の
確
保
、受
益
者
負
担
の
適
正
化
、

国
、
県
補
助
制
度
事
業
の
導
入
な
ど
財

政
の
確
保
に
努
め
る
一
方
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
事
務

事
業
を
徹
底
し
て
見
直
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
的
に
健
全
性
が
確
保
さ
れ

る
財
政
構
造
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
り

組
み
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
事
情
と
は
い
え
、

「
第
４
次
椎
葉
村
長
期
総
合
計
画
」
に

基
づ
く
諸
政
策
を
推
進
し
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
う
新
た
な
行
政
需
要
に
的

確
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
村
の
平
成
21
年
度
当

初
予
算
編
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

下
で
施
策
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
日
ま
で
、
村
政
全
般
に
わ
た
っ
て

そ
の
成
果
を
お
さ
め
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
村
議
会
を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
21
年
度
の
わ
が
国
の
予

算
の
基
本
的
考
え
方
に
よ
り
ま
す
と

「
生
活
者
の
暮
ら
し
の
安
心
」、「
金
融
・

経
済
の
安
定
強
化
」
及
び
「
地
方
の
底

力
の
発
揮
」
に
施
策
を
集
中
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
地
方
財
政
は
、
地
方

財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努
め
て

も
、
な
お
財
源
不
足
の
状
況
に
あ
り
ま

当
初
予
算
概
要
説
明

　

〜
３
月
定
例
議
会
よ
り
〜

　

椎
葉
村
議
会
３
月
定
例
会
の
開
会
に

あ
た
り
、
平
成
21
年
度
の
村
政
運
営
に

対
す
る
基
本
方
針
並
び
に
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
に
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
山
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く

変
貌
し
つ
つ
あ
り
、
自
立
の
道
を
選
択

し
た
本
村
は
、
村
民
が
誇
り
と
生
き
が

い
を
持
っ
て
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
か

て
〜
り
の
里
・
椎
葉
」
を
基
本
理
念
の

平
成
21
年
度　

施
政
方
針　
椎
葉
村
長　

椎
葉 

晃
充

村
民
が
誇
り
と

　

生
き
が
い
を
持
ち

　
　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
へ

基
本
理
念
「
か
て
〜
り
の
里
・
椎
葉
」

平成21年度　施政方針
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に
、
任
期
満
了
の
年
度
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
国
策
に
対
応
す
べ
き
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
進
め
る
た
め
に
、

50
億
に
迫
る
大
型
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
税
収
の
確
保
、
国
、
県
の
制
度
事

業
の
導
入
に
努
め
る
な
ど
経
費
全
般
に

わ
た
っ
て
節
減
合
理
化
を
行
い
、
義
務

的
経
費
の
抑
制
を
図
り
、
必
要
な
事
業

に
つ
い
て
、
予
算
配
分
を
い
た
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

〜
中
略
〜

　

地
方
自
治
体
は
、
自
主
自
立
の
精
神

の
も
と
個
性
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
な

地
域
社
会
の
創
造
が
強
く
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

国
の
動
向
、
経
済
動
向
を
見
き
わ
め
な

が
ら
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
れ
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
、
住
み
よ

い
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
施
政
方
針
の

説
明
と
い
た
し
ま
す
。

※
予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
本
紙
４

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
主
な
事
業
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
５
月
以
降
に
配
布
予
定
の
「
平

成
21
年
度 

椎
葉
村
の
し
ご
と
（
解

説
版
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、携
帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

外
の
地
域
を
解
消
に
す
る
た
め
、
今
回

ａ
ｕ
の
参
画
が
叶
い
、
尾
八
重
地
区
に

施
設
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
網
及
び
公
営
住
宅
の
整

備
で
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
生
活
路
線

と
し
て
運
行
し
て
お
り
ま
す
村
営
バ

ス
は
、
昨
年
10
月
か
ら
導
入
い
た
し
ま

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
８
路
線
を
運

行
し
て
い
き
ま
す
が
、
効
率
性
、
経
費

削
減
を
勘
案
し
、
な
お
か
つ
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮

し
、
村
営
バ
ス
運
営
協
議
会
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
い
安
全
で
安
心
で
き

る
バ
ス
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
、
宮
崎
交
通
、
鶴
富
交

通
に
加
え
、
新
た
に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
「
ひ
え
つ
き
交
通
」
と
委
託
契
約

を
結
び
、
運
行
維
持
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
椎
葉
村
が
管
理
す
る

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、法
に
基
づ
き
、

本
年
度
中
に
住
宅
用
火
災
報
知
器
の

設
置
を
完
了
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

〜
中
略
〜

　

以
上
、
平
成
21
年
度
に
お
け
る
村
政

運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
述
べ
ま
し
た

が
、
冒
頭
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

化
と
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
た
め
の
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
人

材
育
成
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。「
自
己

啓
発
」、「
職
場
研
修
」
及
び
「
職
場
外

研
修
」
を
三
本
柱
と
し
て
位
置
づ
け
、

職
場
風
土
づ
く
り
や
県
の
出
前
講
座
等

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

情
報
通
信
基
盤
及
び
公
共
交
通
網
の

整
備
で
あ
り
ま
す
。
誇
り
得
る
村
づ

く
り
は
、
村
民
と
行
政
が
と
も
に
手
を

携
え
て
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
村
民
と

行
政
が
適
切
な
役
割
分
担
を
認
識
し
合

い
、
共
働
、
共
助
、
共
生
の
も
と
に
自

立
で
き
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
情
報
通
信
網
の

整
備
、
広
報
公
聴
の
充
実
、
行
政
組
織

と
事
務
の
改
善
、
効
率
的
財
政
運
営
の

確
立
の
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
広
報
公
聴
活
動
の
充
実
や
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
を
行

う
「
サ
ポ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策
事
業
は
、

テ
レ
ビ
視
聴
に
と
ど
ま
ら
ず
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
の
代
替
え
機
能
や
村
内
電
話
料

無
料
化
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
国
内
最
高
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
な

ど
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

の
増
の
４
億
６
，５
０
２
万
９
，０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
大
規
模
償
却
資
産
の

設
備
投
資
に
よ
り
、
評
価
額
が
伸
び
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
の
４
億
１
，１
８
７
万

円
、
繰
入
金
で
３
億
６
０
４
万
２
，０

０
０
円
及
び
村
債
が
８
億
２
，６
２
０

万
円
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
策
事
業
を

は
じ
め
と
す
る
主
要
な
継
続
事
業
に
充

当
す
る
た
め
に
、
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
20
億
５
，０
０
０

万
円
で
41
・
２
％
を
占
め
、
９
，０
０

０
万
円
の
増
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
雇
用
創
出
推
進
費
等
が
組
み
込
ま

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　　

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
、
行
財
政
の
効
率
的
な
運
営

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
、
本
格
的
な
少
子

高
齢
化
社
会
、
国
、
地
方
を
通
じ
た
危

機
的
な
財
政
状
況
な
ど
、
本
村
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
急
速
に
変
化
を

し
て
お
り
ま
す
。
職
員
一
人
一
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
行
政
現
場
で
柔
軟
な
発
想
と

明
確
な
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
仕
事
を

進
め
る
と
と
も
に
、
組
織
機
構
の
簡
素

効
率
化
に
伴
う
課
の
統
廃
合
、
定
員
管

理
及
び
給
与
の
適
正
化
、
事
務
事
業
の

見
直
し
、
物
件
費
の
節
減
合
理
化
な
ど

具
体
的
に
推
進
を
し
、
行
財
政
の
効
率

平成21年度　施政方針
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一般会計

前年度比 12億6,800万円（34.3％）増

平成21年度
椎葉村 当初予算49億6,800万円
平成21年度がスタートしました。
椎葉村の予算内容を紹介いたします。

■歳入（目的別）　　　　　　　　単位：千円

財　源 区　　分 金　額 増減率

自主
22.0%

村 税 465,029 11.6%

繰 入 金 306,042 87.8%

諸 収 入 184,634 1.9%

使 用 料  他 136,999 2.0%

依存
78.0%

地 方 交 付 税 2,050,000 4.6%

国庫･県支出金 834,292 75.0%

村 債 826,200 368.6%

交 付 金  他 164,804 △ 14.2%

歳 入 合 計 4,968,000 34.3%

③義務的経費とは
支出が義務づけられ、

削減が極めて困難な経

費

④投資的経費とは
支出の効果が資本形成

に向けられ、道路や施

設など将来に残るもの

に支出される経費

9.4%

3.3%

16.6%

16.8%

2.7%

3.7%

6.2%

■歳出（性質別）　　　　　　　　単位：千円

経　費 区　　分 金　額 増減率

義務的
33.7%

人 件 費 809,782 0.7％

扶 助 費 107,086 △ 5.7％

公 債 費 755,663 △ 11.8％

投資的
38.2%

普通建設事業費 1,898,820 297.6％

災害復旧事業費 2,600 △ 90.5％

その他
28.1%

物 件 費 465,499 2.3％

補 助 費 等 503,406 △ 7.6％

繰 出 金  他 425,144 1.0％

歳 出 合 計 4,968,000 34.3％

16.3%

8.6%

10.1%

9.4%

0.1%

38.1%

15.2%

2.2%

構成比

①

②

③

④

①自主財源とは
村が自主的に収入でき

る財源（村民税や固定

資産税、各種手数料や

財産収入など）

②依存財源とは
国や県から交付される

財源（地方交付税や国

県支出金など）

41.3%

構成比

■特別会計予算状況　単位：千円

特別会計名 金　額 増減率

国 民 健 康 保 険 465,763 △ 6.4%

老 人 保 健 775 98.2%

簡 易 水 道 事 業 49,952 7.9%

国 保 病 院 事 業 529,593 5.2%

電 気 事 業 36,388 0.1%

介 護 保 険 事 業 339,447 △ 4.8%

後期高齢者医療 65,037 △ 0.7%

特別会計合計 1,486,955 △ 4.0%

■一般会計歳出（目的別）　  単位：千円

区　　分
21年度

当初予算額
20年度

当初予算額
増減率

議 会 費 53,292 52,345 1.8％

総 務 費 1,834,267 541,005 239.0％

民 生 費 450,639 463,857 △ 2.8％

衛 生 費 352,943 364,341 △ 3.1％

農林水産業費 649,211 724,333 △ 10.4％

商 工 費 31,994 29,810 7.3％

土 木 費 185,076 182,546 1.4％

消 防 費 45,383 44,886 1.1％

教 育 費 603,932 409,722 47.4％

災 害 復 旧 費 2,600 27,256 △ 90.5％

公 債 費 755,663 856,899 △ 11.8％

予 備 費 3,000 3,000 0.0％

歳出合計 4,968,000 3,700,000 34.3％

　村民一人あたりの予算額（一般会計）
　　一人あたり　　1,430,052円
　　一世帯あたり　3,857,143円
　　※３月１日現在、住民基本台帳より算出

【平成21年度 一般会計の特徴的な事業】

地上デジタル放送対策事業等 1,221,180千円

移動通信用鉄塔施設整備事業 56,029千円

村長選挙 4,566千円

衆議院議員選挙 5,532千円

小学校（大河内）施設整備事業 214,354千円
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シリーズ　光でつながる椎葉村 ② アナログテレビ放送は、2011年７月24日までに終了。
残り27ヶ月！

地上デジタル放送受信対策が始まります！

告知端末機
（スピーカー内蔵）

光■■■
光ケーブル

テレビ

コンピュータ

既存電話機

ＩＰ回線

地上デジタル放送の受信対策を行うと同時に、オフ
トーク通信に代わる、新たな情報提供設備を導入しま
す。新たな設備では、放送の聞き逃しが無いよう、全
家庭に設置する端末機により録音が可能となります。

各家庭のアンテナや共聴組合
は必要なくなるので、維持管
理から解放されます。

超 高 速 の イ ン
ターネットサー
ビスを使える環
境を全家庭・事
業所に整備する
ので、活用が期
待されます。

村内の固定電話同士の通
話料が無料になります。
また、別契約により、村外、
県外の固定電話への通話
料も大幅に安くなります。

災害や緊急時等におけ
る一斉告知放送や公
民館・集落単位などグ
ループ単位での連絡放
送に利用できます。

これから始まる地上デジ
タル放送を光ケーブルを
使って全家庭に提供しま
す。また、村内の道路情
報や避難情報などをテレ
ビを通じて提供できます。

光ケーブル１本で
私たちのくらしが
大きく変わります
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▲松尾中の山元校長・朝倉国語教諭とともに
　村長へ受賞の報告（３月24日）

 

守
り
続
け
た
い
椎
葉
村

松
尾
中
一
年　

甲
斐 

奈な

菜な

　

私
た
ち
が
あ
の
被
害
に
あ
っ
た
の
は
、

今
か
ら
三
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
平
成

十
七
年
、
夏
。
台
風
十
四
号
が
私
た
ち
の

住
む
椎
葉
村
を
お
そ
っ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
家
族
は
、
安
全
な
親
せ
き
の
家

に
避
難
を
し
て
い
ま
し
た
。
静
か
な
家
の

中
か
ら
外
を
見
る
と
、
激
し
く
雨
が
降
っ

て
お
り
、
強
い
風
が
木
を
横
に
激
し
く
動

か
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
の
朝
。
親
せ
き
の
家
の
電
話
が

な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
私
た
ち
の

家
に
行
く
ま
で
の
道
路
の
真
ん
中
に
大
き

な
穴
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
実
際

に
そ
の
場
所
ま
で
行
き
、
穴
か
ら
下
を
見

る
と
川
が
見
え
ま
し
た
。
私
た
ち
が
見
て

い
る
間
も
、
ど
ん
ど
ん
道
が
く
ず
れ
て
い

き
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を
見
た
時
、
ひ
ど

い
、
こ
こ
ま
で
や
る
な
ん
て
と
思
い
ま
し

た
。一
本
道
な
の
で
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、

お
ば
の
家
に
戻
り
ま
し
た
。

　

雨
や
風
が
少
し
ず
つ
お
さ
ま
る
と
、
地

域
の
人
で
今
ま
で
は
山
だ
っ
た
所
に
道
を

つ
く
り
ま
し
た
。
土
を
ほ
っ
て
、
石
を
ど

け
て
、
私
た
ち
が
通
れ
る
よ
う
に
し
て
く

れ
た
の
で
す
。
ど
ん
な
に
疲
れ
て
も
、
作

業
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
く
て
も
、
だ
れ

一
人
あ
き
ら
め
ず
に
、汗
を
流
し
な
が
ら
、

ど
ろ
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
道
を
つ
く
り

続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
私

た
ち
は
家
に
帰
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　

　

し
か
し
、
よ
う
や
く
帰
り
着
い
た
私
た

ち
の
家
に
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
き

て
い
ま
し
た
。　
　

　

家
に
帰
る
ま
で
に
階
段
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
階
段
が
く
ず
れ
て
い
た
の
で
す
。
家

に
入
る
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ひ
び
が
あ
り

一
歩
動
く
と
「
み
し
っ
」
と
い
う
音
が
聞

こ
え
ま
し
た
。
お
風
呂
に
も
ひ
び
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。　

　

頭
が
く
ら
く
ら
し
て
き
て
、
恐
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
親
は
と
て
も
残

念
そ
う
に
頭
を
か
か
え
て
い
ま
し
た
。

　

家
の
一
部
を
作
り
か
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
で
き
る
ま
で
は
、
仮
設
住
宅
で

く
ら
し
て
い
ま
し
た
。
一
気
に
生
活
が
が

ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
。
家
は
せ
ま
く
な

り
、
お
風
呂
と
ト
イ
レ
は
同
じ
部
屋
に
あ

り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
所
で
生
活
す
る
こ

と
は
、ど
ん
な
に
不
便
か
を
知
り
ま
し
た
。

　

家
の
工
事
は
、
大
工
の
祖
父
と
、
親
せ

き
、
知
り
合
い
の
方
々
が
手
伝
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
母
、
父
も
仕
事
が
休
み
の
時
は

家
を
造
り
ま
す
。

　

で
も
、
私
た
ち
兄
弟
は
ず
っ
と
見
て
い

る
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
と
な
の

よ
う
に
私
た
ち
は
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何

か
し
た
い
。
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
の
台
風
か
ら
三
年
が
た
ち
、
私
た
ち

家
族
は
も
と
の
家
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
手
伝
っ
て
く
れ
た

み
な
さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
道
路
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
す
。
道
路
が
な
く
て
は
、
家

に
帰
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
道
路
が
な

け
れ
ば
、行
き
た
い
所
に
も
行
け
ま
せ
ん
。

私
は
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
道
路
が
あ
る

こ
と
で
ど
こ
に
で
も
行
け
る
、
山
道
を
通

ら
な
く
て
も
行
け
る
、
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
道

路
に
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
、
椎
葉
村
は
と
て
も
平
和
で
す
。
で

も
、
ま
た
い
つ
前
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
と
っ
て

で
き
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
住
む
椎
葉
村

を
み
ん
な
で
守
る
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
に
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

み
ん
な
で
支
え
合
い
な
が
ら
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。

　

み
ん
な
の
笑
顔
が
き
え
な
い
よ
う
に
。

松
尾
中
一
年　

甲
斐 

奈な

菜な

さ
ん

国
土
と
交
通
に
関
す
る

　
　
　

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
「
国
土
と
交
通
に
関
す
る
図
画
・
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」（
国
交
省
主
催
）
の

作
文
の
部
で
、
松
尾
中
１
年
の
甲
斐
奈

菜
さ
ん
が
、
最
優
秀
賞
の
国
土
交
通
大

臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
平
成
12
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
同
賞
の
受
賞
は
県
内
で
初
め
て
。

平
成
17
年
の
台
風
14
号
で
の
被
害
体
験

を
つ
づ
り
、
全
国
６
８
３
編
の
応
募
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
！
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【
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
】

宮
日
ジ
ュ
ニ
ア
展
（
県
）

　

準
特
選　

右
田　

千
晴
（
椎
葉
中
２
）

　

優
良
賞　

鈴
木　

菜
奈
（
椎
葉
小
６
）

　

入　

選　

尾
前　

天
了
（
尾
向
小
２
）

　

入　

選　

甲
斐　

大
翔
（
大
河
内
小
２
）

　

入　

選　

平
井　

優
芽
（
大
河
内
小
３
）

　

入　

選　

尾
前　

涼
香
（
椎
葉
小
４
）

　

入　

選　

椎
葉
美
由
希
（
椎
葉
中
１
）

　

入　

選　

椎
葉　

惇
平
（
椎
葉
中
２
）

　

入　

選　

尾
前　

瑞
希
（
椎
葉
中
３
）

土
砂
災
害
防
止
に
関
わ
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル（
県
）

　

宮
崎
県
砂
防
協
会
長
賞

　
　
　
　

椎
葉　

真
菜
（
大
河
内
小
２
）

▲準特選の右田千晴
さん「椎葉村観光
ポスター」

コンクール
入賞

おめでとう！

受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

　

県
内
外
で
開
催
さ
れ
た
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
椎
葉
村
の
児
童
・
生
徒
が
多
数
入
賞
し

て
い
ま
す
。各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
指
導
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
先
生
方
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
学
年
は
３
月
末
現
在
で
す
。

 

【
作
文
】

国
土
と
交
通
に
関
す
る
作
文
（
全
国
）

　

国
土
交
通
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）

　
　
　
　
　

甲
斐　

奈
菜
（
松
尾
中
１
）

宮
日
「
新
聞
」
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　
最
優
秀
賞　

那
須　
　

葵
（
松
尾
小
４
）

　

佳　

作　

那
須　

由
佳
（
松
尾
小
６
）

　

※
学
校
賞　

松
尾
小
学
校

人
権
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

優
秀
賞　

河
野　

一
晴
（
松
尾
小
１
）

青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

一　

席　

右
田　

丈
大
（
小
崎
小
１
）

　

一　

席　

大
野
奈
那
子
（
椎
葉
小
２
）

　

佳　

作　

田
崎　

菜
那
（
鹿
野
遊
小
３
）

　

佳　

作　

那
須　
　

葵
（
松
尾
小
４
）

　

佳　

作　

児
玉　

来
夢
（
松
尾
中
１
）

　

佳　

作　

甲
斐　

智
美
（
松
尾
中
２
）

　

佳　

作　

出
口　

真
樹
（
松
尾
中
３
）

土
砂
災
害
防
止
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

砂
防
協
会
長
賞

　
　
　
　
　

椎
山　
　

環
（
椎
葉
中
３
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト（
県
）

　

宮
崎
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞

　
　
　
　
　

椎
葉　

夏
海
（
椎
葉
中
３
）

読
売
新
聞
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル（
県
）

　

優
秀
賞　

甲
斐　

将
聖
（
松
尾
小
６
）

　

入　

選　

甲
斐　

優
太
（
松
尾
中
３
）

南
日
本
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

二　

席　

大
野　

雄
大
（
小
崎
小
４
）

　

三　

席　

右
田　

葵
彩
（
小
崎
小
３
）

　

入　

選　

那
須　

啓
菜
（
松
尾
小
２
）

宮
日
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

入　

選　

大
野　

雄
大
（
小
崎
小
４
）

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ「
私
た
ち
の
作
文
」年
間
賞（
県
）

　

佳　

作　

黒
木　

響
生
（
小
崎
小
３
）　

動
物
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

入　

選　

那
須　
　

葵
（
松
尾
小
４
）

　

入　

選　

安
藤　

有
希
（
松
尾
小
６
）

　

入　

選　

甲
斐　

捺
美
（
松
尾
中
１
）

　

佳　

作　

右
田　
　

樹
（
小
崎
小
５
）

　

佳　

作　

児
玉
樹
里
愛
（
松
尾
小
５
）

　

佳　

作　

鹿
瀬　

晴
妃
（
松
尾
中
２
）

全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル（
県
）

　

入　

選　

鹿
瀬　

晴
妃
（
松
尾
中
２
）

【
子
ど
も
会
活
動　

他
】

宮
崎
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　

表　

彰　

不
土
野
子
ど
も
会

宮
崎
県
体
力
づ
く
り
優
良
校

　

優
良
校　

小
崎
小
学
校

愛
鳥
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

入　

選　

椎
葉　

幸
海
（
不
土
野
小
５
）

小
中
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル（
県
）

　

日
向
市
人
権
擁
護
協
会
長
賞

　
　
　
　
　

大
野
真
由
子
（
椎
葉
小
４
）

河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

準
入
賞　

右
田　

悠
晶
（
小
崎
小
５
）

租
税
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
の
部
）（
県
）

　

銅　

賞　

尾
前
ち
は
る
（
椎
葉
中
１
）

西
日
本
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

二　

席　

椎
葉　

達
哉
（
椎
葉
小
４
）

　

佳　

作　

那
須　

紗
華
（
鹿
野
遊
小
４
）

　

佳　

作　

那
須
美
由
紀
（
不
土
野
小
６
）

東
臼
杵
地
区
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
優
秀
賞　

南
薗　

直
美
（
椎
葉
小
６
）

　

優
秀
賞　

那
須　

暉
広
（
鹿
野
遊
小
５
）

　

優
秀
賞　

那
須
加
菜
美
（
鹿
野
遊
小
６
）

 

【
短
歌
・
俳
句
・
標
語
】

若
山
牧
水
青
春
短
歌
大
賞
（
全
国
）

　

審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　
　

那
須　

祐
美
（
椎
葉
中
３
）

　

さ
ら
さ
ら
と
静
か
に
す
す
む
水
た
ち
は

　

空
の
青
さ
を
見
て
る
だ
ろ
う
か

　

佳　

作　

那
須　

澪
佳
（
小
崎
小
３
）

若
山
牧
水
全
国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り（
全
国
）

　

入　

選　

甲
斐　

拓
篤
（
松
尾
小
４
）

　

入　

選　

那
須　

暉
広
（
鹿
野
遊
小
５
）

　

入　

選　

右
田　
　

樹
（
小
崎
小
５
）

　

入　

選　

児
玉
樹
里
愛
（
松
尾
小
５
）

　

入　

選　

甲
斐　

明
菜
（
松
尾
小
５
）

全
国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

　

入　

選　

鹿
瀬　

晴
妃
（
松
尾
中
２
）

葉
桜
短
歌
賞

　
最
優
秀
賞　

那
須
章
一
朗
（
小
崎
小
５
）

国
富
町
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会

　

優
秀
賞　

河
野　

一
晴
（
松
尾
小
１
）

　

佳　

作　

那
須　

澪
佳
（
小
崎
小
３
）

　

佳　

作　

久
間
圭
一
郎
（
不
土
野
小
４
）

　

佳　

作　

右
田　

晶
弘
（
大
河
内
小
４
）

　

佳　

作　

那
須　
　

葵
（
松
尾
小
４
）

か
わ
な
べ
青
の
俳
句
大
会
（
全
国
）

　

佳　

作　

甲
斐　

捺
美
（
松
尾
中
１
）

一
茶
ま
つ
り
全
国
小
・
中
学
生
俳
句
大
会

　

入　

選　

松
岡　

優
雅
（
松
尾
中
１
）

　

入　

選　

甲
斐　

健
太
（
松
尾
中
２
）

　

入　

選　

出
口　

真
樹
（
松
尾
中
３
）

　

入　

選　

甲
斐　

優
太
（
松
尾
中
３
）

宮
崎
県
民
俳
句
大
会

　

入　

選　

甲
斐　

捺
美
（
松
尾
中
１
）

　

入　

選　

甲
斐　

優
太
（
松
尾
中
３
）

食
の
安
全
・
安
心
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

　

宮
崎
県
知
事
賞

　
　
　
　
　

椎
葉　

真
奈
（
大
河
内
小
２
）
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被
災
地
を
桜
の
名
所
に
！ 

むらのできごと

　

椎
葉
村
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

平
成
17
年
の
台
風
14
号
。
土
砂
崩
れ
で
３

人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
場
所
は

椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館
や
鶴
富
屋
敷
に

近
い
椎
葉
村
の
中
心
部
。
こ
こ
を
被
災
地

再
生
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う
と
計
画
さ
れ

た
の
が
「
平
家
さ
く
ら
の
森
づ
く
り
植
樹

祭
」。
２
月
19
日
に
は
椎
葉
村
を
訪
れ
た
秋

篠
宮
さ
ま
に
も
、
サ
ク
ラ
の
苗
木
を
植
樹

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
向
か
え
た
３
月

８
日
の
植
樹
祭
当
日
、
村
民
や
関
係
者
な

ど
３
０
０
人
が
参
加
し
、
災
害
復
旧
工
事

の
済
ん
だ
斜
面
に
、
全
員
で
エ
ド
ヒ
ガ
ン

ザ
ク
ラ
15
本
と
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
５
０
０

本
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

５
年
間
、
こ
の
場
所
に
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
75
本
と
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
１
，０
０
０
本

が
植
樹
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
こ
が
新
た

な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
人
々
に
親
し
ま
れ

る
花
の
名
所
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

平
家
さ
く
ら
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

　

県
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
始
ま
っ
た
定

額
給
付
金
支
給
。
初
日
の
上
椎
葉
地
区
と

松
尾
地
区
に
は
、
事
前
に
送
ら
れ
て
い
た

書
類
と
印
鑑
、
身
分
証
を
手
に
、
次
々
と

村
民
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
第
一
号
の
受
給
者
と
な
っ
た
の

は
、
村
営
バ
ス
を
待
っ
て
い
た
森
本
文
夫

さ
ん
（
79
歳
・
那
須
橋
尾
平
）。「
年
金
生

活
者
は
大
変
な
の
で
あ
り
が
た
い
。
大
事

に
持
ち
帰
り
、
今
後
の
生
活
費
に
充
て
た

い
」
と
喜
び
を
口
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
役
場
職
員
が
村
内
を
回
り
現

金
を
支
給
。
総
額
は
５
，６
１
１
万
２
千

円
。
対
象
１
，２
９
６
世
帯
に
対
し
１
，

１
９
７
世
帯（
92
・
４
％
）が
受
け
取
り
ま

し
た
。
残
っ
た
99
世
帯
に
つ
い
て
は
、
口

座
振
り
込
み
の
手
続
き
が
な
さ
れ
ま
す
。

県
内
ト
ッ
プ 

現
金
支
給

　
「
定
額
給
付
金
」

▲

笑
顔
で
受
け
取
る
村
民
の
み
な
さ
ん

　
（
３
月
19
日
・
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）
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３
月
12
日
、
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
平
成

20
年
度 

教
育
研
究
論
文
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
村
内
の
小
・
中
学

校
教
職
員
の
日
頃
の
研
究
と
実
践
の
成
果

を
論
文
と
し
て
募
集
し
た
も
の
で
、
教
育

指
導
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
明
と
、

教
職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
、

村
教
育
委
員
会
が
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
式
で
は
、

村
校
長
会
な
ど
の
審
査
で

選
ば
れ
た
20
人
へ
賞
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
に
は
、

健
康
教
育
に
関
す
る
研
究

で
最
優
秀
賞
の
村
長
賞
を

受
賞
し
た
越
智
養
護
教
諭

が
論
文
を
発
表
。
最
後
は

「
椎
葉
に
来
て 
松
尾
に
来

て 

良
か
っ
た
〜
」
と
締

め
「
担
任
の
先
生
な
ど
た

く
さ
ん
の
方
の
協
力
で
で

き
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

むらのできごと

▲多忙の中での研究と論文作成。椎葉村の児童・生徒のために、日夜努力していただいてい
る先生方。受賞おめでとうございます。

▲

論
文
発
表
を
行
っ
た

　

越
智 

養
護
教
諭

教
育
研
究
論
文 

最
優
秀
賞
は

  

越お

智ち 
養
護
教
諭（
松
尾
小
）

研
究
と
実
践
の
成
果
を
評
価

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
全
国
の
祭

り
な
ど
を
表
彰
す
る
「
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン

ト
大
賞
」
に
、
椎
葉
平
家
ま
つ
り
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
13
回
目
と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
イ

ベ
ン
ト
大
賞
に
は
、全
国
か
ら
約
２
０
０
件

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
の
７
件
が
選
ば

れ
受
賞
。
平
家
ま
つ
り
は
奨
励
賞
を
受
け
、

選
考
理
由
と
し
て
「
古
く
か
ら
伝
わ
る
結ゆ

い
の
心
を
発
揮
し
、
行
政
と
村
民
が
協
働

し
て
取
り
組
む
一
大
行
事
。
駐
車
場
整
備

や
美
化
な
ど
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
態
勢

も
整
え
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
家
ま
つ
り
特
集
「
広
報
し
い

ば
12
月
号
」
が
宮
崎
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

（
町
村
の
部
）
で
特
選
に
選
ば
れ
、
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
る
な
ど
「
椎
葉

平
家
ま
つ
り
」
が
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

椎
葉
平
家
ま
つ
り
が

　
　

全
国
審
査
で
奨
励
賞

「
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」

▲表彰式で賞状と記念の楯
たて

を
受け取った黒木 忠

すなお

 副実行
委員長と右田忠

ただ

仁
ひと

地域振興
係長（３月11日・東京都）

村 

長 

賞

　

越
智
真
由
美 

養
護
教
諭
（
松
尾
小
）

自
律
し
て
健
康
に
生
活
す
る
力
を
持

つ
児
童
の
育
成
を
め
ざ
し
て

〜
兼
務
解
消
へ
き
ち
校
に
お
け
る
健
康

教
育
の
あ
り
方
と
養
護
教
諭
の
役
割
〜

村
議
会
議
長
賞

　

川
井
田
勝
憲 

教
頭
（
尾
向
小
）

教
育
委
員
長
賞

　

永
倉　

泰
治 

教
諭
（
小
崎
小
）

教
育
長
賞

　

亀
川　

重
美 

教
諭
（
椎
葉
中
）

優
秀
賞

　

松
下　
　

勉 

教
頭
（
松
尾
小
）

　

渡
邊　

常
介 

教
諭
（
椎
葉
中
）

入　
　

選

　

永
倉　

洋
子 

教
諭
（
椎
葉
小
）

　

佐
野　
　

誠 

教
諭
（
椎
葉
小
）

　

上
杉
ひ
と
み 

養
護
教
諭
（
椎
葉
小
）

　

鈴
木　

美
香 

教
諭
（
鹿
野
遊
小
）

　

武
本
み
ど
り 

教
諭
（
不
土
野
小
）

　

大
野　

聡
彦 

教
諭
（
小
崎
小
）

　

神
井　

律
代 

教
諭
（
大
河
内
小
）

　

水
尾　

友
紀 

教
諭
（
松
尾
小
）

　

向
江　

裕
二 

教
諭
（
松
尾
小
）

　

森
山　

成
貴 
教
頭
（
椎
葉
中
）

　

久
野　

智
章 
教
諭
（
椎
葉
中
）

　

河
野　

利
香 
教
諭
（
松
尾
中
）

　

椎
葉　

貴
大 

教
諭
（
松
尾
中
）

　

河
野　

和
弘 

教
諭
（
松
尾
中
）

椎
葉
村
教
育
研
究
論
文
表
彰
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「
し
い
た
け
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
コ
マ
打
ち
を
お
手
伝
い

むらのできごと

　

２
月
か
ら
４
月
は
コ
マ
打
ち
や
収
穫
で

し
い
た
け
栽
培
は
忙
し
く
な
り
ま
す
。
こ

の
時
期
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業
を
手

伝
っ
て
い
た
だ
く
の
が
「
し
い
た
け
サ

ポ
ー
タ
ー
」。
１
月
の
募
集
に
応
募
さ
れ

た
宮
崎
市
佐
土
原
町
の
岩
田
敏
男
さ
ん

（
69
歳
）・
益
子
さ
ん
（
68
歳
）
ご
夫
妻
が

椎
葉
村
を
訪
れ
、
初
め
て
の
コ
マ
打
ち
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
お
二
人
は
「
始
め
は

足
手
ま
と
い
に
な
る
の
で
は
と
心
配
し
た

が
来
て
良
か
っ
た
。
毎
年
来
た
い
。
収
穫

も
し
た
い
」
と
大
喜
び
。
生
産
者
の
山
中

久
さ
ん
・
寿
充
さ
ん
親
子
（
尾
田
山
中
）

も
「
と
て
も
良
い
企
画
。
も
っ
と
早
く
か

ら
す
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
。
こ
れ
か
ら
、

生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と

な
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。（
３
月
11
日
）

▲

作
業
場
所
は
上
椎
葉
ダ
ム
を
見
下
ろ
す

絶
景
ポ
イ
ン
ト
。
天
候
も
良
く
最
高
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

菌
床
し
い
た
け
で
特
別
賞

　

１
月
27
日
に
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
サ

ン
マ
ッ
シ
ュ
全
国
大
会
の
品
評
会
で
、
甲

斐
斌あ

き
らさ
ん
（
向
山
日
当
上
）
の
菌
床
し
い

た
け
が
金
賞
と
な
り
、
特
別
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
品
評
会
に
は
全
国
か
ら
８
６
１

点
が
出
品
さ
れ
、金
賞
は
25
点
。
さ
ら
に
、

２
年
連
続
の
金
賞
で
特
別
賞
を
受
賞
し
た

の
は
全
国
で
３
人
の
み
。
現
在
、
村
内
で

た
だ
一
人
菌
床
し
い
た
け
栽
培
に
取
り
組

む
甲
斐
斌
さ
ん
。「
生
産
者
に
は
と
て
も

う
れ
し
い
賞
。
み
な
さ
ん
の
指
導
の
お
陰

で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　椎葉小学校の２・３年生がしいた
けのコマ打ちを体験しました。指導
してくれたのは上椎葉青年団のみな
さん。500本の原木にコマを打ち、
その内80本を学校で管理します。収
穫は来年の秋以降の予定。とても楽
しみです。（２月27日）

小学生がコマ打ち体験

▲特別賞を受賞された甲斐斌さんと
　妻のミス子さん（３月12日）

　春はしいたけ（春
はる

子
こ

）の最盛期。
雨が降り暖かくなると一斉に出てき
ます。生産者のみなさんは収穫作業
に追われて大忙しです。

（３月11日・尾田山中）

しいたけ収穫 最盛期
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

松
尾
イ
ー
グ
ル
ス

　

準
優
勝　

杉
の
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

３　

位　

尾
向
小
ソ
フ
ト

　

４　

位　

小
崎
小
ソ
フ
ト

　

村
内
の
小
学
生
が
加
入
す
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
お
別
れ
大
会
。
こ
れ
ま
で
の

数
々
の
思
い
出
を
胸
に
、
一
球
入
魂
。
渾

身
の
一
振
り
。
６
年
生
が
最
後
の
試
合
へ

と
挑
み
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

椎
小
フ
レ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　

松
尾
少
女
バ
レ
ー

卓
球
の
部
（
大
河
内
小
）

　

※
中
学
生
と
合
同
練
習

剣
道
の
部

【
団
体
戦
】

　

優　

勝　

椎
葉
少
年
剣
道
Ａ

　

準
優
勝　

小
崎
少
年
剣
道

　

３　

位　

尾
向
少
年
剣
道

　

４　

位　

椎
葉
少
年
剣
道
Ｂ

【
個
人
戦
】

１
年
生
の
部　

出
場
な
し

２
年
生
の
部

　

優　

勝　

桑
原
一
平
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

尾
前
渚
紗
（
尾
向
）

　

３　

位　

椎
葉
花
梨
（
尾
向
）

　
　

〃　
　

椎
葉
知
大
（
椎
葉
）

３
年
生
の
部

　

優　

勝　

長
友
大
雅
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

那
須
澪
佳
（
小
崎
）

　

３　

位　

尾
前
萌
々
花
（
椎
葉
）

４
・
５
年
生
の
部

　

優　

勝　

尾
前
篤
了
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

那
須
杏
理
（
小
崎
）

　

３　

位　

尾
前
さ
く
ら
（
尾
向
）

　
　

〃　
　

甲
斐
真
奈
佳
（
尾
向
）

６
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉
駿
輔
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

尾
前
彩
夏
（
椎
葉
）

　

３　

位　

長
友
沙
樹
（
椎
葉
）

むらのできごと

元
気
い
っ
ぱ
い

　
　

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
！

椎葉
晃充
村長の

３月の
動き

２
日　

庁
議

　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

　
　
　

介
護
保
険
策
定
委
員
会

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

　
　
　

健
康
づ
く
り
協
議
会（
す
こ
や
か
館
）

３
日　

補
正
予
算
査
定

６
日　

嘱
託
職
員
採
用
試
験（
役
場
会
議
室
）

８
日　

平
家
さ
く
ら
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

９
日　

指
名
審
査
会
（
役
場
）

10
日　

３
月
定
例
議
会
（
〜
13
日
）

16
日　

中
学
校
卒
業
式

23
日　

県
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

24
日　

村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

理
事・評
議
員
会（
役
場
会
議
室
）

25
日　

小
学
校
卒
業
式

26
日　

県
建
設
技
術
推
進
機
構
理
事
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
緑
化
推
進
機
構
理
事
会
・
総
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

交
通
安
全
対
策
合
同
会
議（
役
場
）

27
日　

市
町
村
振
興
協
議
会
理
事
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

郡
町
村
会
定
期
総
会
（
日
向
市
）

29
日　

ひ
え
つ
き
交
通
祝
賀
会

31
日　

永
年
勤
続
職
員
表
彰
式・村
離
任
式

▲植樹祭でさくらの苗木の
　記念植樹（８日）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

お
別
れ
大
会

（
３
月
14
日
・
村
総
合
運
動
公
園
）
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カメラ さんぽ

▲手をつなぎゴールする６年生（小崎小学校・３月19日）

６
分
27
秒
。
つ
い
に
出
た
日
本
新
記
録
！ 

６
年
生
に
と
っ
て
最
高
の
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。

　

大
河
内
小
学
校
の
児
童
16
人
が
挑
戦
し

た
の
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ

ソ
ン
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ト
メ
ス
ク
選
手

（
ル
ー
マ
ニ
ア
）。
タ
イ
ム
は
２
時
間
26
分

44
秒
。
１
０
０
ｍ
を
一
人
２
回
ず
つ
、
行

間
を
利
用
し
て
毎
日
走
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
ゴ
ー
ル
。
タ
イ
ム
は･･･

２
時
間
25
分
45
秒
。
見
事
、
金
メ
ダ
リ
ス

ト
に
勝
利
！ 

み
ん
な
で
協
力
し
て
の
記

録
達
成
に
、
歓
喜
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

15
秒
足
り
な
か
っ
た
一
年
前
。
今
年
こ

そ
は
と
小
崎
小
学
校
の
児
童
23
人
が
日
本

記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
目
標
タ
イ
ム

は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
女
子
の
日
本
記
録

（
福
士
加
代
子
選
手
）
１
時
間
７
分
26
秒
。

１
０
０
ｍ
を
交
互
に
走
っ
て
バ
ト
ン
を

つ
な
ぎ
、
最
後
は
６
年
生
４
人
が
手
を
つ

な
い
で
ゴ
ー
ル
。
タ
イ
ム
は･･･
１
時
間

や
っ
た
ぞ

　
  

日
本
新
記
録
！

世
界
に
挑
戦
！

　

金
メ
ダ
ル
獲
得
！▲勝利を喜び全員を胴上げ（大河内小学校・３月24日）

▲

出
席
さ
れ
た
自
治
医
大
卒
の
先
生
は
16
人
。
み
な
さ
ん
覚
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　
（
勤
務
順
・
敬
称
略
：
河
野
幹
彦
、
中
間
季
雄
、
阿
久
根
広
宣
、

和
田
俊
朗
、大
崎
泰
、山
田
強
一
、中
村
豪
、東
高
弘
、後
藤
崇
、

金
丸
勝
弘
、
松
田
俊
太
郎
、
日
高
孝
紀
、
伴
光
正
、
寺
原
朋
裕
、

井
ノ
口
崇
、
高
村
一
紘
）

へき地医療を
　　支えたドクター
懐
なつ

かしの場所
　　　  椎葉へ集

つど

う

　昭和36年に開設された椎葉病院に、自治医大卒の医師が初めて県
から派遣されたのは昭和55年。それからの29年間、ずっと自治医大
卒の医師が椎葉でのへき地医療を支えてきています。現在は吉持院
長と二人の自治医大卒の医師の三人体制での医療が行われています。
　今回、一緒に仕事をしてこられた荒竹トシ子看護師長の退職に併
せ、歴代勤務されてきた先生方が集まり、思い出の地での再会を果
たしました。（３月14日・鶴富屋敷）
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春夏秋冬　まるごと椎葉

▲長寿学園の卒業式を終え、花見を楽しむみなさん
　（３月23日・女神像公園）

▲春と言えどもまだまだ寒い日も。幻想
的に広がる雲海

　（３月６日・桑の木原より）

▲桜とスイセンの花に囲まれ、記念撮影をするご夫婦
　（３月27日・松尾 信

しの

夫
ぶ

の里）

咲
き
誇ほ

こ

る
花
々
。
春
爛ら

ん

漫ま
ん

。

　

暖
冬
で
例
年
よ
り
早
い
桜
の
開
花
。
今

年
は
卒
業
式
の
時
期
が
一
番
の
見
ご
ろ
で

し
た
。

「これから先、たくさんの困難が、僕たちを待ち受けて
いることでしょう。その困難に、椎葉で培った力を生か
して立ち向かっていきます。太陽よりもきらきらと輝き
ながら、夢へと続く階段を一歩一歩踏みしめて･･･。」

（松尾中学校 卒業生答辞より）
　頑張れ、椎葉中・松尾中の卒業生。夢へ向かって大き
く羽ばたけ！

卒業。旅立ち。
それぞれの未来へ

▲７人の卒業生。小さい頃からずっと一緒。固い絆で結ばれた仲間たち。
　（３月16日卒業式・松尾中学校）

▲

椎
葉
中
学
校
の
卒
業
生
は
20
人
。
そ
の
中
で
共
に
学
び
、
共
に
競
い
合
い
、
寝
食
も
共
に
し

て
き
た
13
人
。
椎
葉
中
学
校
寄
宿
舎
「
醇

じ
ゅ
ん

和わ

寮り
ょ
う」

で
の
最
後
の
夕
食
。
そ
し
て
退
舎
式
。
退

舎
生
代
表
答
辞
に
涙
。（
３
月
12
日
）
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早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

　

全
国
の
30
代
男
性
と
20
代
女
性
の
約
３

割
が
食
べ
て
い
な
い
も
の
は
な
ん
だ
と
思

い
ま
す
か
？　

そ
れ
は
朝
ご
は
ん
で
す
。

椎
葉
村
で
も
全
国
と
同
じ
く
ら
い
の
割
合

で
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
な
い
人
が
い
ま

す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
理
由
と
し
て

多
い
の
が
「
食
欲
が
な
い
」「
時
間
が
な

い
」「
食
べ
る
よ
り
寝
て
い
た
い
」
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
理
由
か
ら
、
寝
る

前
や
夜
遅
く
に
食
べ
る
の
で
朝
お
腹
が
空

か
な
い
、
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
て
朝
な

か
な
か
起
き
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
朝
起
き
て
か
ら
食
欲
が
わ

く
ま
で
約
30
分
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
早
く
寝
れ
ば
早
く
起
き
ら
れ
、
早
く

起
き
れ
ば
食
欲
が
わ
い
て
き
ま
す
。
早
寝

早
起
き
が
朝
ご
は
ん
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

早
く
寝
る
た
め
に
は
、
寝
る
前
や
夜
遅

く
に
食
べ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
脂
肪

の
一
種
で
あ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
夜
９

時
頃
か
ら
活
発
に
作
ら
れ
、
食
べ
た
も
の

が
消
化
さ
れ
る
ま
で
約
２
時
間
か
か
り
ま

す
。
寝
る
前
や
夜
遅
く
に
食
べ
る
と
体
に

脂
肪
が
た
ま
り
や
す
く
な
り
肥
満
に
つ
な

が
り
ま
す
し
、
十
分
に
消
化
さ
れ
な
い
ま

ま
な
の
で
朝
お
腹
が
空
か
な
く
な
り
ま
す
。

寝
る
２
時
間
前
ま
で
に
夕
食
を
す
ま
せ
、

そ
れ
以
降
食
べ
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

朝
ご
は
ん
は
体
と
脳
の
栄
養
源
と
な

り
、
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
も
脳
の
働
き
を

活
発
に
し
集
中
力
を
高
め
ま
す
。
毎
日
朝

ご
は
ん
を
食
べ
る
子
ど
も
ほ
ど
ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
の
点
数
が
高
い
と
い
う
調
査
結
果

も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寝
て
い
る
間
に

下
が
っ
て
い
た
体
温
を
上
げ
た
り
腸
へ
の

刺
激
か
ら
便
秘
を
改
善
し
た
り
と
い
っ
た

良
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
ご
は
ん
は
生
活
リ
ズ
ム
と
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
夕
食
の
時
間
か
ら
見
直

し
て
、早
寝
早
起
き
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
シ
リ
ー
ズ
の
テ
ー
マ
は
「
食

生
活
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
食
生
活
に
関
す

る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

食
生
活
に
つ
い
て
一
緒
に
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

※
福
祉
保
健
課
が
２
ヶ
月
に
１
回
発
行
し

て
い
た
「
健
康
だ
よ
り
」
を
、
今
月
よ

り
広
報
し
い
ば
で
毎
月
掲
載
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
№
を
引

き
つ
ぎ
、
今
回
が
１
３
９
回
目
と
な
り

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

椎
葉
村
役
場

　

福
祉
保
健
課

健
康
だ
よ
り
№139

シリーズ
「
食
生
活
」

健（検）診名 期　日 受付時間 実施場所 対　象　地　区 留意事項

子宮がん検診 ４月14日（火）９時−２時 す こ や か 館 村内全地区
（骨密度検査を同時に実施）

※９月にも
　実施します

胃 が ん 検 診 ４月17日（金）８時−９時 大 河 内 生 活
改善センター 大河内地区

特 定 健 診

５月11日（月）
午　前 鹿野遊小学校 鹿野遊全地区

結核検診 と
大腸がん検診

（便回収）を
同 時 に 実 施

午　後 仲 塔 小 学 校 仲塔全地区

５月12日（火）
午　前 す こ や か 館

下福良・間柏原・夜狩内
山中団地・持田団地・下椎葉
佐礼住宅・那須橋尾平

午　後 す こ や か 館 若宮・若宮住宅・桑の木原
針金橋団地・針金橋・尾田山中

５月13日（水）
午　前 尾 向 小 学 校 尾前地区
午　後 尾 向 小 学 校 向山地区

５月14日（木）
午　前 大 河 内 生 活

改善センター 本郷・丸野・城・大藪

午　後 矢 立 集 会
セ ン タ ー 合戦原・矢立

５月15日（金）
午　前 尾八重体育館 尾八重全地区
午　後 不土野小学校 不土野全地区

平成21年度  各種健（検）診 日程表（４月〜５月実施分）

【問い合わせ先】　役場 福祉保健課 保健予防係　☎６８−７５１０
（注）上記以外の地区での胃がん検診及び特定健診は６月、７月に実施します。詳しくは５月号でご案内します。
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な
っ
た
。文
禄
慶
長
の
役
に
は
名
護
屋
に
参
陣
。

関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
、
東
軍
に
つ
き
、
会
津
の

上
杉
を
抑
え
、
資
晴
は
徳
川
家
康
か
ら
一
千
石

を
加
増
さ
れ
、
従
五
位
下
大
膳
大
夫
。
そ
の

後
、
資
景
は
父
資
晴
の
所
領
と
自
身
の
所
領
に

一
族
の
所
領
も
併
せ
て
一
万
四
千
石
の
領
主
と

な
り
、
那
須
藩
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
慶

長
二
年
（
一
六
〇
六
）
に
は
従
五
位
下
左
京

大
夫
。
二
十
七
代
資
重
が
嗣
子
な
く
し
て
早
世

し
た
た
め
、
い
っ
た
ん
廃
藩
と
な
っ
た
が
、
家

光
は
、
ま
だ
元
気
だ
っ
た
隠
居
の
先
代
資
景
に

五
千
石
を
宛
行
い
、
辛
う
じ
て
家
名
を
保
つ
こ

と
が
で
き
た
。
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
資
景

の
養
子
二
十
八
代
資
弥
の
時
、
資
景
が
将
軍
家

綱
の
叔
父
た
る
縁
を
も
っ
て
一
万
二
千
石
。
さ

ら
に
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）、
加
増
が
あ
っ

て
、
二
万
石
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
養

子
二
十
九
代
資
徳
の
と
き
、
不
法
養
子
の
故

も
っ
て
改
易
と
な
り
、
旗
本
一
千
石
。
江
戸
本

庄
に
住
ん
で
、明
治
維
新
に
至
る
こ
と
に
な
る
。

ま
っ
た
く
も
っ
て
の
紆
余
曲
折
の
歴
史
で
あ
っ

た
が
、
度
重
な
る
絶
家
が
、
与
一
宗
隆
の
武
名

の
ゆ
え
に
救
わ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
那

須
氏
は
「
奈
須
」
と
奈
良
の
奈
を
書
く
奈
須
氏
、

須
藤
（
首
藤
）
氏
を
名
乗
る
家
系
を
含
め
て
譜

方
に
散
っ
て
子
孫
多
く
、
九
州
の
場
合
、
十
二

代
資
村
の
弟
余
二
資
久
に
つ
き
『
姓
氏
家
系
大

辞
典
』
に
は
「
弟
資
久
は
九
州
の
那
須
の
祖
」

と
あ
り
興
味
深
い
。
そ
の
後
裔
か
否
か
、
豊
後

の
奈
須
氏
に
は
『
安
西
軍
策
』
に
大
友
方
奈
須

軍
兵
衛
入
道
『
豊
薩
軍
記
』
に
奈
須
五
郎
兵
衛

が
あ
る
。
ま
た
日
向
の
奈
須
氏
に
は『
日
向
記
』

に
水
志
谷
領
主
奈
須
九
郎
右
衛
門
尉
『
日
向
纂

記
』
に
、
天
正
年
間
、
神
門
村
領
主
に
奈
須
右

近
将
監
裕
貞
が
見
え
、今
で
も
奈
須
姓
が
多
い
。

肥
後
に
は
相
良
藩
用
人
に
奈
須
氏
が
あ
る
。
肥

後
五
家
荘
に
隣
る
旧
保
口
村
に
も
与
市
嫡
男
小

太
郎
宗
治
の
家
系
が
あ
る
。　
　
　
　
（
続
く
）

山
中 

耕
作

（
那
須
歴
史
探
訪
館
の
ご
指
導
を
得
ま
し
た
）

十
一
代
光
資
は
、
頼
朝
の
家
人
と
し
て
信
任
厚

く
、
頼
朝
の
那
須
野
が
原
の
巻
狩
り
の
設
営
を

担
当
し
て
い
る
。『
東
鑑
』建
久
四
年（
一
一
九
三
）

の
条
に「
那
須
太
郎
光
助
（
光
資
）、
下
野
国
北

条
内
一
村
を
拝
領
す
」と
あ
る
。
十
四
代
資
忠
は

加
賀
権
守
。
十
五
代
資
藤
は『
太
平
記
』に
よ
れ

ば
文
和
四
年（
一
三
五
五
）東
寺
合
戦
で
討
ち
死
。

十
七
代
資
氏
は
四
位
侍
従
。『
那
須
記
』
に
鎌
倉

評
定
人
と
あ
る
。
名
目
だ
け
で
は
あ
る
が
受
領

も
し
て
い
て
、
十
八
代
資
之
は
美
濃
守・越
後
守
、

福
原
城
主
で
あ
っ
た
。
中
世
下
野
国
那
須
郡
を

中
心
に
活
動
し
た
党
に
那
須
衆
が
あ
る
。
宗
家

を
中
核
に
一
族
の
福
原
・
芦
野
・
千
本
・
伊
王
野
、

さ
ら
に
他
氏
だ
が
大
関
・
太
田
原
を
加
え
た
七

家
で
あ
る
。
時
に
は
結
束
し
、時
に
は
分
裂
し
た

が
、こ
の
那
須
衆
な
る
党
は
、近
世
ま
で
存
続
し
、

幕
府
の
意
向
で
那
須
宗
家
が
上
席
を
占
め
た
。

　

南
北
朝
は
足
利
氏
に
属
し
た
。
応
永
二
十
一

年
（
一
四
一
四
）
の
こ
と
と
も
、
同
二
十
三

年
上
杉
禅
秀
の
乱
の
こ
と
と
も
い
う
が
、
十
八

代
資
之
の
上
那
須
（
嫡
系
）
と
資
重
の
下
那

須
（
庶
子
系
）
に
分
裂
し
た
。
上
那
須
十
九
代

氏
資
は
遠
江
守
・
大
膳
大
夫
。
上
那
須
二
十
代

明
資
は
肥
前
守
・
大
膳
大
夫
。
上
那
須
二
十
一

代
資
親
は
播
磨
守
・
大
膳
大
夫
だ
が
、
養
子
。

十
九
代
氏
資
の
次
男
で
あ
る
。
永
正
十
三
年

（
一
五
一
六
）
下
那
須
の
資
房
が
古
河
公
方
の

支
援
を
受
け
て
優
勢
に
な
り
、
永
正
の
乱
の
折

り
上
那
須
二
十
二
代
資
永
が
滅
び
、
下
那
須
の

資
房
が
両
那
須
を
統
一
し
て
、
二
十
一
代
（
以

後
下
那
須
系
で
数
え
る
）
と
な
る
。
二
十
五
代

資
晴
は
戦
国
末
の
下
野
国
鳥
山
城
主
と
し
て
辺

り
を
従
え
『
下
野
国
史
』
に
領
国
八
万
石
と
い

わ
れ
た
が
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
遅
参

し
て
、
領
地
没
収
の
上
、
蟄
居
。
し
か
し
、
与

一
宗
隆
以
来
の
名
門
の
故
を
も
っ
て
、
天
正

十
八
年
（
一
五
九
〇
）、
二
十
六
代
資
景
は
那

須
福
原
に
五
千
石
を
与
え
ら
れ
、
翌
年
に
は
、

蟄
居
中
の
父
資
晴
も
石
田
三
成
の
斡
旋
で
、
別

に
五
千
石
を
拝
領
。
双
方
併
せ
て
一
万
石
と

翰
譜
』
に
よ
れ
ば
、御
堂
関
白
道
長
の
曾
孫
須
藤

権
守
貞
信
の
後
胤
。
貞
信
の
時
、
初
め
て
下
野

国
那
須
郡
を
領
す
、と
あ
る
。（「
須
藤
」は
、
那

須
の
藤
原
の
称
で
あ
る
）こ
の
貞
信
の
六
代
の
孫

　

那
須
太
郎
資
隆
に
十
二
人
の
男
子
が
あ
っ
た

が
、
十
男
戸
福
寺
十
郎
為
隆
・
十
一
男
那
須
与
一

宗
隆（
与
一
は
余
一
郎
、
つ
ま
り
十
一
番
め
の
男

子
の
意
味
）の
二
人
は
、
源
頼
朝
に
従
っ
た
が
、

そ
の
余
の
男
子
は
、皆
、平
家
に
属
し
た
。
為
隆
・

宗
隆
兄
弟
は
義
経
に
従
っ
て
、
讃
岐
屋
島
の
戦

に
参
加
。
こ
の
と
き
、宗
隆
は
、見
事
扇
の
的
を

射
て
、
源
平
両
軍
に
名
誉
の
名
を
馳
せ
ん
、
そ

の
賞
と
し
て
丹
波
の
五
賀
庄
以
下
の
地
頭
職
を

賜
っ
た
。
と
こ
ろ
が
兄
の
為
隆
が
、
義
経
の
命

に
背
い
た
た
め
、宗
隆
が
、那
須
宗
家
を
嗣
い
だ
。

　

だ
が
、
与
一
宗
隆
以
後
の
那
須
宗
家
歴
代
に

つ
い
て
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
宗

隆
が
屋
島
の
戦
の
観
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の

は
、
丹
波
五
賀
庄
・
信
濃
角
豆
庄
・
若
狭
国
東

庄
宮
川
原
・
武
蔵
国
太
田
庄
・
備
中
国
桧
原
庄

だ
っ
た
。
宗
隆
は
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）、

頼
朝
の
上
洛
に
供
奉
し
た
が
、
京
都
伏
見
に
お

い
て
死
ん
だ
、
と
い
う
。
そ
の
墓
所
は
、
今
、

京
都
東
山
の
泉
桶
寺
の
即
成
院
に
あ
る
が
、
参

詣
し
て
み
る
と
、
ま
こ
と
に
巨
大
な
五
輪
塔
で

驚
く
。『
那
須
系
図
』
に
は
、
宗
隆
に
は
嗣
子
が

な
か
っ
た
た
め
、
頼
朝
の
下
知
を
も
っ
て
兄
五

郎
之
隆
が
、
那
須
宗
家
を
継
い
だ
、
と
も
い
う
。

　
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
は
、
那
須
宗
家
の
初
代

を『
源
平
盛
衰
記
』に
も
見
え
る
与
一
宗
隆
の
祖

父 

那
須
太
郎
助
宗
と
し
て
い
る
。
が
、
那
須
宗

家
で
は
貞
信
を
初
代
と
し
て
い
る
。
与
一
宗
隆
は

八
代
に
な
る
。
十
代
頼
資
は
、
養
子
。
宇
都
宮

頼
綱
の
子
で
、
頼
朝
を
烏
帽
子
親
と
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
那
須
一
族
の
諸
系
図
で
あ
る
。

　

い
っ
た
い
那
須
氏
は
、
千
葉
・
佐
竹
・
小
山
・

長
沼
・
宇
都
宮
・
小
田
・
結
城
の
名
門
と
と
も

に
関
東
八
家
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
大
豪
族

で
、
子
孫
を
称
す
る
諸
家
そ
れ
ぞ
れ
に
系
図
が

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
始
祖
も
、
太
田 

亮 

氏
は
そ
の
著
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
で
、（
１
）

崇
神
天
皇
の
時
、
国
土
統
一
の
た
め
四
道
に
派

遣
さ
れ
た
将
軍
の
一
人
で
、
東
国
十
二
道
の
平

定
を
果
た
し
た
建
沼
河
命
の
子
孫
。
那
須
国
造

阿
倍
氏
の
後
裔
か
、
と
し
て
い
る
。
最
近
で
は

皇
室
領
那
須
荘
の
荘
官
の
末
裔
か
、
と
い
う
説

も
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
諸
家
あ
ま
り
古
代
那
須
氏
に
は
深
入

り
せ
ず
『
下
野
国
志
』
の
『
那
須
系
図
』
は
じ

め
多
く
の
那
須
諸
系
図
に
当
た
り
、（
２
）
藤
原

鎌
足
の
孫　

南
家 

武
智
麻
呂　
（
３
）
垣
武
平

氏　
（
４
）
清
和
源
氏　
（
５
）
藤
原
鎌
足
子
孫

　

北
家 

関
白
道
長　
（
６
）
藤
原
鎌
足
子
孫　

北
家 

小
一
条
左
大
臣
師
尹　
（
７
）
俵
藤
太
藤
原

秀
郷　

等
々
さ
ま
ざ
ま
の
始
祖
伝
承
を
紹
介
し

て
い
る
。
だ
が
、
い
た
だ
く
始
祖
は
異
に
し
て
い

て
も
、
ど
の
系
図
・
家
譜
も
、
一
様
に
扇
の
的
の

那
須
与
一
（
市
ト
モ
）
宗
隆
（
後
に
資
隆『
平
家

物
語
』は
宗
高
）
を
中
興
の
祖
と
仰
ぎ
、
時
に
こ

の
与
一
か
そ
の
前
後
を
初
代
に
仰
い
で
い
る
。（
だ

た
こ
の
与
一
の
通
称
を
名
乗
る
子
孫
は
、
ど
の
系

図
に
も
一
人
や
二
人
必
ず
あ
っ
て
、お
も
し
ろ
い
）。

　

さ
て
、那
須
宗
家
の
場
合
、新
井
白
石
の『
藩

椎
葉
の
民
話

114

「
鶴つ

る

富と
み

姫ひ
め

と
大だ

い

八は
ち

郎ろ
う

の
恋こ

い

」

椎
葉
の
散
歩
道
（
中
編
）
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イ ベ ン ト 情 報
大河内癒しの森
本物の癒

いや

し　ここにあります

（４月から６月の企画案内）

　日本三大秘境のひとつ椎葉村。その中にあって貴重
な原生林を多く残す大河内地区。この地で自然と触れ
合うイベントが開催されます。ほんものの癒しのある
森。ここで命の息吹きを感じてみませんか！

参加申込
● 申し込み方法：電話・FAX（０９８３−４１−８４３３）、Ｅメール（pirorin@nature.email.ne.jp）
● 申し込み締め切り：開催８日前の夜まで

ご注意
● 全ての企画の最低催行人員は５名です。参加申込が５名に満たない場合、中止させていただきます。
● すべて雨天決行です。この時期の山の天気は変わりやすいため、雨具のご準備をお願いします。
● 参加費に含まれるもの：体験費（特別イベントのみ）、昼食代、ガイド料、傷害保険料
● 持参するもの：認印（保険手続きに必要）、山歩きのできる装備・服装、軍手、水筒、雨具
　　　　　　　　 ※当日昼食のご用意は不要です。上の表の、全ての企画が「昼食つき」です。

企　画　名 開催日 みどころ、おすすめポイント 参　加　費
集合場所
開始時間

第４回 森びらき
（特別イベント）

所要５時間
4／25（土）

安全祈願神事、テープカットの後、
新緑の中を、一面の苔の谷まで歩き
ます。１泊して翌日の山菜採りにも
ご参加ください。

大　　　人：3,000円
小学生以下：2,000円

矢 立 高 原
キ ャ ン プ 場

10：00

舌と眼で春を感じる！
山菜採りと

ツツジの森ハイク
（特別イベント）
所要５時間30分

4／26（日）

春は森のめぐみがいっぱい！午前中
は山菜の採集と調理、午後はアケボ
ノツツジ咲く原生林をハイキング。
もちろん昼食は採りたての山菜と郷
土料理です。

大　　　人：3,500円
小学生以下：2,500円

大 河 内 生 活
改善センター前

10：00

滝と渓流をめぐる
ハイキング
所要５時間

4／　5（日）
5／　2（土）
5／16（土）
5／30（土）

花と新緑、陽光にきらめく清流、そ
して、めったに人の目に触れない２
つの滝に出会えます。その神秘的な
姿は感動ものです。

大　　　人：3,000円
小学生以下：2,000円

大 河 内 生 活
改善センター前

10：00

原生林満喫
トレッキング

所要５時間

4／29（祝）
5／　4（祝）
5／　9（土）
5／23（土）

新緑が美しい原生林の奥深くを歩き
ます。豊かでワイルドな、ほんもの
の森を、全身で感じることができる
５時間です。

大　　　人：3,000円
小　学　生：2,000円

（幼児参加不可）

大 河 内 生 活
改善センター前

10：00

癒しの森林浴
プログラム
所要５時間

5／　5（祝）
5／10（日）
5／24（日）
6／　7（日）

緑のシャワーの中、森林浴しながら、
ゆっくり歩きます。目的地は一面の
苔の谷。もののけ姫の世界で、癒し
の時間をお過ごしください。

大　　　人：3,000円
小学生以下：2,000円

矢 立 高 原
キ ャ ン プ 場

10：00

江代山登山と
苔の谷

所要６時間

5／　5（祝）
5／10（日）
5／24（日）
6／　7（日）

通常は登山禁止の山の特別開放で
す。山頂の眺望、下山路の、一面苔
に覆われた谷のルート…。ガイド
ブックにもない周回コースです。

大　　　人：4,000円
小　学　生：3,000円

（幼児参加不可）

矢 立 高 原
キ ャ ン プ 場

9：30

三方岳登山と
演習林展望所
所要６時間30分

4／12（日）
5／　3（祝）
5／18（日）
5／31（日）

九州百名山のひとつで眺望に優れた
山頂を極めたあと、三方岳西側に広
がる原生林を一望できる展望所を訪
れます。展望所は大学の保護林にあ
り、通常は登れません。

大　　　人：4,000円
小　学　生：3,000円
（幼児参加不可）　

大 河 内 生 活
改善センター前

9：30



Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●３月１日現在
　男　　1,594人（−5）
　女　　1,624人（＋3）
　計　　3,218人（−2）
世帯数　1,263戸（＋1）
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募集する企業
※詳しくは宮崎県庁ホームページ
（「宮崎県就職説明会」で検索）を
ご覧ください。

■その他　参加は無料です
■問い合わせ先
　宮崎県 労働政策課
　　☎０９８５−２６−７１０９

国民年金基金に加入して
年金を増やしませんか

　現在の国民年金に加え、国民年金
基金に加入することで、将来受け取
る年金額を増やすことができます。
◎公的年金ですから、安心して加入

できます。
◎国民年金の第１号被保険者で、保

険料を納めている方が加入でき
ます。

◎５つの型を組み合わせて自由に設
計でき、掛金月額68,000円以内で
あれば、何口でも加入できます。

◎納めた掛金は、将来確実に自分の
年金になります。

◎掛金は、全額社会保険料控除の対
象となります。また、受け取る年
金も公的年金控除が適用され、所
得税、住民税等が軽減されます。

■加入申込、資料請求、問い合わせ先
　宮崎県国民年金基金
　　☎０９８５−２５−００９０
　　☎０１２０−６５−４１９２

（フリーダイヤル）

平家さくらの森づくり事業
ご寄付をいただきました

　３月８日に開催した「平家さくら
の森づくり植樹祭」への寄附金をい
ただきました。新たな地域資源とし
ての癒しの森の形成を目指し、有効
に活用させていただきます。ありが
とうございました。

　久保田和人 様（宮崎市）
　田原みや子 様（奈良県）
　濱田　優子 様（宮崎市）
　那須　豊子 様（宮崎市）
　釘崎アヤ子 様（埼玉県）

■問い合わせ先
　役場 総務課 企画観光グループ
　　☎０９８２−６７−３２０３

税の納期（４月分）
　納期限内に納めましょう。

【軽自動車税】
■納　期　限　４月30日
■口座振替日　４月27日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　４月14日（火）・５月12日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　8：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　４月20日（月）
　　　　５月18日（月）
　　　　　※毎月第３月曜日

（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

情報公開の状況は？
　平成20年度情報公開状況について
お知らせします。
■請求件数　　０件
■公開件数　　０件

気をつけて！ 電線近くの
「こいのぼり」

　「こいのぼり」が大空を泳ぐ季節
となりました。もし、こいのぼりや
釣り糸が電線にかかった場合、取ろ
うとして電柱に昇るのは大変危険で
す。また、竹竿などで取るのは感電
事故や停電の原因にもなります。
　こいのぼりなどが電線にかかった
ら、速やかに九州電力へお知らせく
ださい。
■問い合わせ先
　九州電力   日向営業所
　　☎０１２０−９８６−７０２

参加者募集！
ふるさと就職説明会

　人材を求める宮崎県内の企業と
Ｕ・Ｉターン就職希望者、新規学卒
予定者を応援するため、県外３会場
で就職説明会を開催します。
■日程及び会場

【東京会場】
　　期日：４月18日（土）
　　場所：都道府県会館

【福岡会場】
　　期日：５月９日（土）
　　場所：天神ビル

【大阪会場】
　　期日：５月23日（土）
　　場所：大阪駅前第３ビル
■時　間　13：00 〜 16：00
　　※受付11：00 〜
■対象者　Ｕ、Ｉターン就職希望者・

新規学卒予定者
■参加企業　県内で就業する人材を
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出
生　
お
め
で
と
う

　
　

下
田 

昊こ
う

輝き 

く
ん

（
小
河
内
）
政
哉
・
悠 

さ
ん

　
　

高た
か

木き 

美み

千ち

琉る 

ち
ゃ
ん

（
竹
の
枝
尾
日
当
）
一
幸
・
晶
子 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

那
須　

伊
作　

様
（
83
歳
）

　
　
　

鹿
野
遊
（
椎
原
）

　

那
須　

吉
人　

様
（
71
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
間
柏
原
）

　

椎
葉　

椙
則　

様
（
86
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
上
椎
葉
中
２
）

　

甲
斐 

ア
キ
ノ 

様
（
86
歳
）

　
　
　

松
尾
（
畑
鳥
の
巣
）

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

那
須　

岩
雄　

様
（
椎
原
）

　
　
　
（
故 

那
須 

伊
作 

様
）

　

那
須 

留
美
子 

様
（
間
柏
原
）

　
　
　
（
故 

那
須 

吉
人 

様
）

一
般
寄
附　
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ

　
　
　
　
　
　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

椎
葉 

吉
人 
様
（
向
山
日
添
）

　

日
向
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー

　
　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
後
援
会 

様

戸
籍
だ
よ
り
（
２
月
届
出
分
）

上
旬　

区
長
・
区
長
代
理
・
組
合
長

　
　
　
　

総
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

県
道
上
椎
葉
湯
前
線
整
備
促
進

　
　
　
　

期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

３
日　

銘
水
の
郷
釣
り
大
会

　
　
　

椎
葉
郷
土
芸
能
の
夕
べ

　
　
　
　
（
〜
５
日
・
博
物
館
）

７
日　

中
学
校
集
団
宿
泊
学
習

　
　
　
　
（
〜
８
日
）

９
日　

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

10
日　

扇
山
山
開
き

　
　
　
　
（
松
木
登
山
道
入
り
口
）

12
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

中
学
校
修
学
旅
行
（
〜
15
日
）

16
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
大
会

17
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

　
　
　

村
長
杯
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

18
日　

心
配
ご
と
相
談（
す
こ
や
か
館
）

19
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

20
日　

子
牛
セ
リ
市

　
　
　
　
（
〜
21
日
・
延
岡
市
）

　
　
　

小
学
校
ふ
れ
あ
い
交
流
草
川

（
〜
22
日
・
門
川
町
）

22
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

24
日　

小
中
学
校
眼
科
検
診

26
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診
・
予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

５
月
の
主
な
行
事

おすすめの１冊

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより鹿野遊へき地
保育所

保育士

黒木 友
ゆ

梨
り

 さん

　

だ
る
ま
の
表
情
や
動
き
が
と
て
も

面
白
い
絵
本
で
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ

虜と
り
こに
な
り
ま
し
た
。
続
編
も
大
人
気

で
す
。

『
だ
る
ま
さ
ん
が
』

（
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
）

作
・
絵 

／ 

か
が
く
い 

ひ
ろ
し

年長（５歳）

那須 こころ ちゃん

　

ブ
タ
の
な
る
木
か
ら
ブ
タ
が
た
く

さ
ん
落
ち
て
く
る
と
こ
ろ
が
お
も
し

ろ
い
で
す
。

『
ぶ
た
の
た
ね
』

（
絵
本
館
）

作
・
絵 

／ 

佐
々
木 

マ
キ

　

楽
し
み
な
が
ら
健
康
な
食
生
活
を

送
る
た
め
の
「
実
践
の
書
」。
人
生

を
ガ
ラ
リ
と
変
え
る
「
病
気
に
な
ら

な
い
生
き
方
」
が
、
具
体
的
に
わ
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

『
病
気
に
な
ら
な
い
生
き
方
』

　

２
実
践
編　
　
　
（
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）

著 

／ 

新
谷 

弘
美

22

　

ブ
タ
く
ん
が
森
の
中
で
み
つ
け
た

ふ
し
ぎ
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
さ
ん
。

お
店
の
タ
ヌ
キ
の
お
じ
さ
ん
に
す
す

め
ら
れ
て
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
な
め
る

と
、
な
ん
と
ブ
タ
く
ん
が
…
。

『
ふ
し
ぎ
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
さ
ん
』

（
金
の
星
社
）

作
・
絵 

／ 

み
や
に
し 

た
つ
や
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３
月
は
卒
業
、
転
勤
、
別
れ
の
季
節
。
３
月

30
日
に
、
椎
葉
村
を
転
出
さ
れ
る
先
生
方
が
役

場
に
あ
い
さ
つ
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
校

合
わ
せ
て
７
校
。
取
材
で
何
度
も
お
世
話
に
な
っ

た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
方
の
顔
を
覚
え
ま
し
た
。

い
く
ら
転
勤
と
は
い
え
、
そ
の
先
生
方
が
遠
く

離
れ
て
し
ま
う
の
は
寂
し
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な

中
、
数
人
の
方
に
「
転
出
先
で
も
広
報
し
い
ば

を
見
た
い
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
速
送
付
協
力
金
の
納
付
用
紙
を
渡
し
、
納
付

の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
見

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を

お
伝
え
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
見
て
い
た

だ
け
る
た
め
に
、
ま
ず
は
自
分
が
楽
し
み
な
が

ら
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

２
月
19
日
に
秋
篠
宮
さ
ま
が
お
手
植

え
に
な
ら
れ
た
サ
ク
ラ
の
苗
木
。
３
月
８

日
の
植
樹
祭
の
時
に
は
芽
が
大
き
く
膨
ら

み
、
数
日
後
に
は
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
の
台
風
14
号
災
害
。
あ
の

時
目
に
し
た
数
々
の
出
来
事
。
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
崩
れ
落

ち
、
痛
々
し
か
っ
た
山
肌
は
、
今
で
は

緑
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
数
年
後
こ
の

場
所
は
、
た
く
さ
ん
の
花
に
包
ま
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
。
花
び
ら
舞
い
散
る
サ

ク
ラ
の
名
所
。人
々
の
心
に
刻
ま
れ
て
、

新
た
な
思
い
出
の
場
所
と
し
て
。

『
平
家
さ
く
ら
の
森
づ
く
り
植
樹
祭
』

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

畑
打
の
一
鍬
ご
と
の
土
の
香
よ	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
冬
の
間
、
手
を
つ
け
ぬ
ま
ま
の
畑
。
一
年
の
農
作
業
の
は
じ
ま
り

と
し
て
畑
土
を
打
ち
返
す
。
一
鍬
で
去
年
の
感
触
を
得
、
ま
た
一

鍬
で
土
を
ほ
ぐ
す
。
次
の
一
鍬
で
土
の
香
を
き
き
と
る
。
こ
の
土

の
香
な
ら
満
作
ま
ち
が
い
な
し
。

宮
様
の
お
手
植
桜
に
恵
み
雨　

	

黒
木
八
重
子

［
評
］
秋
篠
宮
様
が
椎
葉
村
へ
お
越
し
に
な
っ
た
。
ご
研
究
訪
問
の
由
で

あ
る
。
そ
の
際
、
桜
の
若
木
を
植
樹
さ
れ
た
の
だ
。
こ
の
事
を
作

者
は
心
に
刻
ま
れ
て
一
句
に
さ
れ
た
。「
恵
み
雨
」
か
ら
感
動
の

念
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

椎
葉
湖
に
釣
人
ふ
え
て
木
の
芽
晴　

	
椎
葉
シ
ヅ
子

［
評
］
椎
葉
湖
を
よ
く
詠
む
作
者
で
あ
る
が
、今
回
は
釣
人
が
ふ
え
た
事
。

湖
の
周
辺
も
暖
か
く
な
っ
て
、
木
々
の
芽
が
膨
ら
む
頃
に
な
っ
た

か
ら
だ
。

《
入
選
》

魚
は
ね
て
生
ま
る
る
水
輪
よ
り
温
む

小
丸
川
河
童

一

寸

の

生

命

力

の

蕗

の

薹

戸
辺　

好
郎

雨
霽
れ
て
に
わ
か
に
芽
吹
く
里
の
山

山
本　

和
枝

山
茶
花
の
鮮
や
か
に
映
え
雨
上
る

那
須　

瑞
穂

啓
蟄
や
虫
と
い
う
虫
寝
返
り
す

那
須　
　

正

と
し
よ
り
に
や
さ
し
い
こ
と
ば
春
の
風

椎
葉
ツ
ユ
子

神
の
庭
風
を
ま
と
い
て
馬
酔
木
咲
く

小
八
重
知
津
子

地

酒

飲

み

頬

ば

る

鰆

柚

庵

焼

尾
前　

徳
彦

ほ
ろ
に
が
さ
味
覚
一
番
ふ
き
の
と
う

椎
葉　
　

満

《
特
選
》

山
々
に
今
に
も
咲
く
ぞ
と
山
桜

椎
葉　

恭
平
（
三
年
）

う
ぐ
い
す
が
鳴
く
な
か
通
う
山
の
道

吉
持　

賛
花
（
二
年
）

桜
散
る
け
れ
ど
思
い
は
永
遠
に

椎
葉
美
由
希
（
一
年
）

《
入
選
》

将
来
の
再
会
誓
う
桜
木
に

那
須
絵
理
夏
（
三
年
）

上
を
見
る
そ
こ
に
広
が
る
サ
ク
ラ
空

那
須　

結
香
（
二
年
）

新
緑
の
山
々
で
鳥
鳴
い
て
い
る

尾
前　

裕
紀
（
一
年
）

俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務

課
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

椎
葉
中
学
校
「
春
の
俳
句
」

（
一
年
十
句
・
二
年
十
五
句
・
三
年
十
九
句
よ
り
）

選
・
角　

光
雄 

先
生（
あ
じ
ろ
主
宰
）

※
俳
句
は
、
必
ず
季
語
を
入
れ
て
詠
む
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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　イイギリ科イイギリ属の落葉高木。新緑の季節を迎
えた椎葉です。里山近くでは赤い実がたくさん下がっ
た大きな円錐形の落葉樹をよく見かけます。これがイ
イギリで亜熱帯から冷温帯まで分布し、青森県以西
の日本と台湾、朝鮮半島に生育します。樹高15m、直
径１mに達し、灰黄褐色の平滑な樹皮に丸くて小さい
皮目が数多く出るのが特徴です。伐採跡地などの攪
乱地に生える先駆種です。長くて赤い葉柄を持つ径
20㎝ほどの円形葉の表は緑色、裏面は粉白色で落葉
すると黄変します。雄株と雌株があり共に５月頃開花、
雌木には丸い果実が鈴なりに房状に稔ります。おい
しそうに見える実なのですが不思議とほとんど春まで
残っているので、鳥にはおそらく不味いのでしょう。
灰黄白色の木材は軽軟でキリの代用に使われますが、
あまり良質ではなく下駄や器具材になる程度です。近
年は雌木を庭園や公園に植栽しています。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

イイギリ
78

フェイス！
Face 
in April

27
歳
・
尾
向
（
追
手
納
）

職　

業
：
自
営
業

趣　

味
：
ス
ノ
ボ
、麻
雀
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　椎葉に帰り早７年の月日がたちました。今では尾向青

年の会長を務めています。これからも、青年団活動や仕

事に日々励んでいきますので、よろしくお願いします。
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笑顔のわ●

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。
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岩屋戸
ゲートボールチーム

未来にはばたけ！
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松尾（小河内）

平成19年３月30日生まれ

おとうさん：健司 さん
おかあさん：のぞみ さん

パパとお風呂に入るのが大好き
な恭士郎。明るくて元気で優し
いお兄ちゃんになってね。
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上椎葉（若宮住宅）

平成19年３月13日生まれ

おとうさん：尚貴 さん
おかあさん：みちる さん

最近のマイブームはシンケン
ジャーです。お兄ちゃんと一緒
にいつも歌を歌っています♪
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　週２回集まって練習に励む12人は、県大会出場の経験もある強豪
ゲートボールチーム。真剣な表情でボールを打ったり、冗談言い合
い笑ったり。茶飲みよこい（休憩）は、持ち寄った茶菓子や漬け物
の味自慢。昼には猪汁作って食事会。今日も笑顔で健康第一！ 代表　那須 宗勝 さん

松尾（旧岩屋戸）


